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2021 年 2 月 13 日 M7.3 福 島 沖 地 震 の 発 生 機 構 に つ い て  

 

国 際 地 震 工 学 セ ン タ ー  北 佐 枝 子  

 

2 月 14 日 未 明 に 行 わ れ た 気 象 庁 鎌 谷 紀 子 地 震 情 報 企 画 官 の 会 見 に よ る と 、 今 回 の 地 震

に つ い て は 、「 震 源 は 福 島 県 沖 の 深 さ 55 キ ロ と 推 定 さ れ 、 西 の 陸 側 プ レ ー ト に 東 か ら 沈

み 込 ん で い る 太 平 洋 プ レ ー ト の 内 部 を 震 源 と す る 逆 断 層 型 の 地 震 と み ら れ る 」 と さ れ る 。  

プ レ ー ト 内 部 を 震 源 と す る 地 震 と は 、 ス ラ ブ 内 地 震 (海 の プ レ ー ト 内 部 で 発 生 す る 地 震 ) 

に 相 当 し 、 余 震 分 布 及 び 地 震 後 の 地 殻 変 動 デ ー タ （ 地 震 調 査 研 究 推 進 本 部 , 2021） に 基 づ

く と 、 東 に 向 か っ て 落 ち る 断 層 面 で 発 生 し た と 推 測 さ れ る 。 東 北 地 方 の 海 の プ レ ー ト 内 部

で は ， 二 重 地 震 面 と 呼 ば れ る 上 面 と 下 面 か ら な る 地 震 活 動 が 発 達 し ， 前 者 は 圧 縮 場 ， 後 者

は 拡 張 場 で 地 震 が 発 生 し て い る こ と が 知 ら れ て い る （ Kita et al. 2010） が ， 今 回 の 地 震 は

前 者 の 二 重 地 震 面 ・ 上 面 内 で 発 生 し た 。 東 北 地 方 で は ， 二 重 地 震 面 ・ 上 面 の 大 地 震 と し て

2003 年  5 月 の  M7.1 宮 城 沖 、 2011 年 4 月 の M7.1 宮 城 沖 地 震 が 発 生 し て お り (図 2)、

今 回 の 福 島 沖 の 地 震 は 北 海 道 ・ 東 北 地 方 で は 一 般 的 な 地 震 で あ る 。 M9 地 震 後 に ， 二 重 地

震 面 ・ 上 面 の 地 震 は 活 発 に な っ た こ と が 報 告 さ れ て い る （ Delbridge et al.  2017）。 上 記  

2011 年 M7.1 と 同 様 、 M9 地 震 の 広 義 の 余 震 で あ り 、 M9 地 震 後 に 発 生 し た ゆ っ く り す

べ り と よ ば れ る 地 震 波 を 出 さ な い ゆ っ く り と し た 地 殻 変 動 に よ り 、 海 の プ レ ー ト が 縮 も う

と す る 応 力 場 が 強 め ら れ た た め 発 生 し た と 考 え ら れ る （ 図 3）。  

今 後 、 地 震 防 災 対 策 を 進 め る 上 で 、 ス ラ ブ 内 地 震 と 構 造 物 の 地 震 応 答 、 被 害 と の 関 係 を  

把 握 す る こ と が 重 要 な 課 題 に な る と 思 わ れ る 。 Si and Morikawa(1999)の 距 離 減 衰 式 で  

は 、 ス ラ ブ 内 地 震 の 揺 れ が プ レ ー ト 境 界 &内 陸 地 震 よ り も 大 き く 想 定 さ れ る 場 合 が あ る 。  

今 回 、 M7.3 の 割 に は 土 砂 災 害 が 多 い こ と 、 広 範 囲 で 揺 れ が あ っ た こ と 等 は 、 短 周 期 成 分  

を 多 く 含 む ス ラ ブ 内 地 震 の 特 徴 が 表 れ て い る よ う に 思 わ れ る 。  

 

 
図 1 ス ラ ブ 内 地 震 の 分 類  
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図 2 今 回 の 福 島 沖 地 震 の 震 源 （ 気 象 庁 発 表 ， 赤 星 印 ）， 過 去 20 年 間 の ス ラ ブ 内 大 地 震 (水

色 星 印 )， お よ び 地 震 活 動 （ 灰 色 点 ） (Nakajima et al. 2011 に 加 筆 ) 

 

 

  

図 3 東 北 沖 の 東 西 断 面 図  
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